
●令和元年９月１日発行／発行所・蕨市役所
●８月１日現在人口：75,742人  前月比    +50人
　世帯数：39,588　　   人口密度：14,822人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2019/令和元年
わらび・825

～今月の特集～
◦いきいき高齢者…………２
◦国際青少年キャンプ……６

広報WARABI

～今月の表紙～　ボランティア体験
　夏休み、蕨市社会福祉協議会の体験講
座で小学生８人が特別養護老人ホームへ。
高齢者と楽しいひとときを過ごしました。

　　　　　 笑顔 希望　ずっとぎゅっと蕨市制施行６０周年記念
キャッチフレーズ
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地
域
で
見
つ
け
た
私
の
生
き
が
い

い
つ
ま
で
も
輝
き
放
つ
元
気
の
源

　

今
月
16
日
は
敬
老
の
日
。
年
を
重
ね
る
ほ
ど

に
輝
き
を
増
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
ま

ち
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
、
３
㌻
で

は
、い
き
い
き
と
暮
ら
す
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

地域との交流で
世界が広がります

待っている人が
 いてくれるのは
  幸せなことです

仕事をすることが
健康の秘訣ですね

髙
たか

水
みず

 健
けん

次
じ

さん
塚越４丁目・83歳

山
やま

田
だ

 惠
けい

古
こ

さん
中央４丁目・81歳

蓮
はす

田
だ

 力
りき

雄
お

さん
南町１丁目・83歳

～
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
～
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事
一
筋
だ
っ
た
か
ら
、
退
職
後

の
生
活
が
心
配
で
し
た
」
と
語

る
、
髙
水
健
次
さ
ん
。
定
年
前
か
ら
将

来
を
見
据
え
て
、
徐
々
に
地
域
交
流
を

始
め
、
現
在
は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
塚つ

か

越ご
し

和わ

楽ら
く

会か
い

」
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
髙
水
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ

ケ
。
け
や
き
荘
で
教
え
て
い
た
歌
の
先

生
を
招
き
、
近
所
の
仲
間
た
ち
と
練
習

し
て
い
ま
す
。
昨
年
参
加
し
た
蕨
市
民

音
楽
祭
の
紅
白
歌
合
戦
で
は
「
舞
台
に

立
っ
て
、
皆
さ
ん
を
前
に
し
て
歌
う
こ

と
は
快
感
で
、活
力
が
湧
き
ま
し
た
」と
、

目
を
細
め
る
髙
水
さ
ん
。
今
年
も
予
選

を
突
破
し
、
今
月
１
日
に
自
慢
の
歌
を

披
露
し
ま
す
。
老
後
の
充
実
し
た
生
活

に
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
た
い
せ
つ

と
、身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
仕

報
蕨
を
弱
視
の
人
が
読
み
や
す

い
よ
う
に
大
き
な
文
字
で
書
き

写
し
て
い
る
拡
大
写
本
グ
ル
ー
プ
。
昭

和
60
年
に
発
足
し
た
同
団
体
の
現
在
の

代
表
者
が
山
田
惠
古
さ
ん
で
す
。
文
章

を
１
マ
ス
15
㍉
㍍
四
方
の
原
稿
用
紙
の

マ
ス
目
い
っ
ぱ
い
に
丁
寧
に
書
き
、
製

本
作
業
を
行
っ
た
後
、
図
書
館
や
老
人

福
祉
施
設
な
ど
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
平
成
19
年
に
心
臓
の
手

術
を
受
け
、「
せ
っ
か
く
助
か
っ
た
命
だ

か
ら
今
後
は
人
の
た
め
に
」と
、翌
年
か

ら
活
動
に
参
加
。
毎
月
図
書
館
に
拡
大

写
本
を
楽
し
み
に
来
館
す
る
人
も
い
る

な
ど
、
評
判
は
上
々
で
す
。「
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」
と
語
る

そ
の
表
情
は
、と
て
も
健
や
か
で
し
た
。

康
診
断
以
外
で
は
病
院
に
行
き

ま
せ
ん
ね
」と
話
す
の
は
、蕨
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
蓮
田
力
雄
さ
ん
で
す
。

　

平
成
14
年
に
ご
近
所
さ
ん
の
勧
め
で

同
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、
主
に
駅
前
駐

輪
場
の
管
理
や
除
草
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
元
瓦
職
人
の
蓮
田
さ
ん
の
仕
事

ぶ
り
は
真
面
目
で
丁
寧
そ
の
も
の
。
新

し
い
会
員
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

相
談
に
乗
っ
た
り
と
頼
れ
る
存
在
で
す
。

　
「
作
業
後
の
依
頼
主
の
笑
顔
は
な
に
よ

り
の
清
涼
剤
。
仕
事
を
通
じ
て
生
活
に

張
り
合
い
が
生
ま
れ
、
友
人
も
増
え
ま

す
」
と
、
今
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

仲
間
を
同
セ
ン
タ
ー
に
勧
誘
す
る
蓮
田

さ
ん
。今
夏
の
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

今
日
も
元
気
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

いきいき高齢者特集①

 会社人間から地域の人間に転身 

 広報蕨を読みやすくするボランティア 

 仕事を通じて心も体も元気はつらつ 

◀�なにをするに
もまず健康と、
ラジオ体操と
スポーツジム
通いを日課に
しています

◀�製本が完成し
てにっこり。
20㌻の広報蕨
は拡大写本だ
と315㌻にも
なります

◀�作業の合間の
休憩時間は、
会員の仲間た
ちとの会話に
花が咲き笑顔
がこぼれます

先月18日に行
われた紅白歌
合戦の最終リ
ハーサルで歌
声を響かせる
髙水さん

弱視の人が読
みやすいよう
文章と表や図
を分けるなど
レイアウトに
気を配ります

夏場は草木の
生長が早く、
平日は毎日の
ように除草作
業にいそしん
でいます

▶

▶

▶

広

「
健
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いきいき高齢者特集②

福祉事業や制度 ぜひご活用を

松原会館の趣味講座「リズムダンス」の皆さん

　市内には65歳以上のかたが、人
口の約23％に当たる17,427人い
らっしゃいます（８月１日現在）。
そこで４、５㌻では、皆さんが元気
に暮らせるように実施されている
各種福祉事業や制度を紹介します。

― 問い合わせ ―
 介護保険室（☎433･7756）

ま
す
。
助
成
額（
月
額
）＝
①
家
賃

が
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

６
０
０
０
円　

②
家
賃
が
月
額
３

万
円
以
上
６
万
円
以
下　

１
万
円

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分
の
２

以
内
で
上
限
は
10
万
円

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
度
が
４
か
５
の

寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用

で
き
る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
自
己
負
担
あ
り
）
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘は

い

徊か
い

行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
※
本
人
・

家
族
と
も
に
市
民
が
対
象
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の
要
介

護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介
護
保

険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段
階
以

下（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
）

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
市
内
に
１
年
以
上
在
住
の

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を

借
り
る
と
き
に
保
証
人
を
確
保
で

き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃
等
債
務

保
証
制
度
を
利
用
し
た
場
合
に
、

初
回
保
証
料
の
２
分
の
１
（
上
限

３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
70
歳
以

上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配
偶
者
の

一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
住
む

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

99歳以上 50,000円

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
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20
分
）＝
塚
越
、北
町
、中
央
３
・

４
・
５
丁
目
地
区　

市
民
会
館　

式
典
、
市
内
小
学
生
に
よ
る
敬
老

作
文
の
朗
読
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
発
表

な
ど 

対
象
＝
77
歳
以
上
の
人（
昭

和
17
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）
※
対
象
と
な
る
人
に
は
今

月
上
旬
に
招
待
状
が
届
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
室
（
☎

433
・
７
７
５
６
）

　

●
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト　

認

知
症
を
知
ろ
う
～
み
ん
な
に
あ
た

た
か
い
ま
ち
蕨
～
／
18
日
・
19
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

市
役
所

認
知
症
啓
発
パ
ネ
ル
等
の
展
示
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
認
知
機

能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど　

問
い
合
わ
せ
＝
介
護

保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
／
無
料
パ
ス

を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
無
料
と

な
り
ま
す
。
対
象
＝
75
歳
以
上
の

市
民　

申
し
込
み
＝
平
日
の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
に
身
分

証
明
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る

物
）
と
、
証
明
写
真
（
縦
３
㌢
㍍

×
横
2.4
㌢
㍍
）
２
枚
を
持
参
し
、

市
役
所
２
階
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
430
・
７
８
３
４
） 

※
郵
送
可

（
要
事
前
連
絡
）。

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
市
内
に
は

25
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

詳
細
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
。

　

●
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
／
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
と
体
力
の
あ
る
人　

登
録

制　

登
録
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ

ウ
ス
松
原
」
／
身
体
機
能
の
低
下

が
あ
り
、
生
活
に
不
安
の
あ
る
60

歳
以
上
（
夫
婦
可
）
の
市
民　

施

設
見
学
可
。
問
い
合
わ
せ
＝
同
施

設（
☎
432
・
６
７
４
７
）

　

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
・
ク
ロ
ー

バ
ー
／
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
カ
フ
ェ
で
す
。
無
料

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

常
時
お
む
つ
を
必
要
と
医
師
が
認

め
る
65
歳
以
上
の
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

（
日
中
独
居
を
含
む
）の
人
の
お
宅

に
受
信
セ
ン
タ
ー
と
直
結
し
た
専

用
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
緊

急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
の
家
み
つ
わ
苑
（
南

町
２
丁
目
）
／
60
歳
以
上
の
市
民

が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
～
土
曜

日
の
午
後
１
時
～
４
時
半

▼
ス
カ
イ
ウ
エ
ル
／
交
流
高
圧
電

位
治
療
器
が
20
分
間
利
用
で
き
ま

す
。
午
前
９
時
～
11
時
40
分
、
午

後
１
時
～
４
時
40
分

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り
／
原
則
月
２
回

水
曜
日
（
今
月
は
18
日
・
25
日
）

午
後
１
時
半
～
３
時 
50
円（
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
） 

問
い
合
わ
せ
＝
交

流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
内
同
施
設
（
☎

432
・
７
２
７
１
）

　

●
け
や
き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
で
き

ま
す
。

▼
塚
越
双
子
織
夢
工
房
／
第
２
木

曜
日　

午
後
１
時　

詳
細
＝
同
施

設（
☎
441
・
０
７
０
５
）

　

●
松
原
会
館
（
錦
町
３
丁
目
）

／
60
歳
以
上
の
市
民
が
利
用
で
き

ま
す
。
事
前
登
録
制
。
身
分
証
持

参
。
今
月
の
休
館
日
＝
土
・
日
曜

日
（
28
日
・
29
日
を
除
く
。
た
だ

し
入
浴
不
可
）・
祝
日　

問
い
合

わ
せ
＝
同
館（
☎
443
・
６
５
４
２
）

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
総
合
相

談
窓
口
。
担
当
地
区
／
錦
町
・
中

央
・
北
町
＝
蕨
市
第
一
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
434
・
６
７
２

１
）
南
町
・
塚
越
＝
蕨
市
第
二
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
290
・

８
５
８
７
）

▼
介
護
交
流
サ
ロ
ン
／
18
日（
水
） 

午
後
１
時
半　

く
る
る　

介
護
の

悩
み
を
語
ら
い
ま
せ
ん
か　

詳
細

＝
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
教
室
／
10
月

１
日
～
12
月
24
日　

火
曜
日　

全

12
回 

午
前
10
時 

自
治
会
館
（
10

月
は
２
階
、
11
月
・
12
月
は
１
階

で
開
催
）
65
歳
以
上
の
市
民　

20

人　

申
し
込
み
＝
５
日
～
12
日
に

第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
講
座
／
10
月
４
日（
金
） 

午
後
２
時　

市
民
体
育
館　

認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
修
了

し
た
市
内
在
住
在
勤
者　

※
過
去

の
受
講
者
は
不
可
。
先
着
50
人

申
し
込
み
＝
介
護
保
険
室（
☎
433
・

７
７
５
６　

捌
444
・
２
９
４
９
）

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
14
日

（
土
）
午
前
の
部
（
午
前
９
時
半

～
11
時
20
分
）
＝
錦
町
、
南
町
、

中
央
１
・
２
・
６
・
７
丁
目
地
区

午
後
の
部
（
午
後
２
時
半
～
４
時

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

お
出
か
け
く
だ
さ
い

ところ・問い合わせ と　き
グリーンライフ蕨

（塚越１-11-４ ☎430･0110）
９日（月）
午後２時～３時半

みんなの家・蕨２
（錦町６-９-29 ☎430･1515）

10日（火）
午後２時～３時

ライフコミューン蕨
（北町２-６-12 ☎229･1261）

19日（木）
午後１時半～３時半

リハビリホームまどか蕨
（南町２-11-10 ☎434･7300）

24日（火）
午後１時半～２時半

ふれあい多居夢蕨
（中央３-15-22 ☎434･5335）

28日（土）
午後１時半～２時半

※地域包括支援センター職員への相談も可

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど



広報WARABI　6

回
目
を
迎
え
た
「
国
際
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
」
は
栃
木

県
大
田
原
市
を
舞
台
に
８
月
１
日

か
ら
３
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

蕨
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ・

リ
ン
デ
ン
市
と
、
リ
ン
デ
ン
市
の

友
好
都
市
ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ヘ
ル
ン

市
、
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
を
結
ぶ

群
馬
県
片か

た

品し
な

村
に
加
え
、
初
日
は

大
田
原
市
の
青
少
年
も
参
加
。
蕨

市
の
青
少
年
17
人
を
含
む
総
勢
55

人
が
、
お
互
い
を
理
解
し
よ
う
と

心
を
通
わ
せ
、
触
れ
合
い
を
深
め

る
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

蕨
市
か
ら
大
田
原
市
に
向
か
う

バ
ス
の
中
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ

た
青
少
年
た
ち
。
最
初
は
緊
張
気ぎ

味み

で
し
た
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
催
し
を
通
じ
て
少
し
ず
つ

心
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
ま
し
た
。

２
日
目
の
与よ

一い
ち

ま
つ
り
で
は
、
大

観
衆
の
前
で
い
っ
し
ょ
に
踊
り
き

り
、
心
が
一
つ
に
な
る
瞬
間
を
分

か
ち
あ
い
ま
し
た
。

　

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、
友
情

を
育
ん
だ
青
少
年
た
ち
。
今
回
の

貴
重
な
経
験
と
、
と
も
に
過
ご
し

た
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
は
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
の
大
き
な
糧
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

国際青少年キャンプ in わらび
　次代を担う青少年が国や地域を越えて一堂に会し、寝食をともにする国際青
少年キャンプ。ここ６、７ページでは、今年３月にふれあい交流協定を結んだ
栃木県大

おお

田
た

原
わら

市で８月１日から３日まで行われたキャンプの様子を紹介します。

17

▲最終日に大田原市の宿泊施設で記念撮影
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田
原
市
の
宿
泊
施

設
に
到
着
し
、
２

泊
３
日
の
キ
ャ
ン
プ
の
始

ま
り
で
す
。
最
初
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
は
じ
め
、
続
く
、

各
国
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
は
二
人
羽
織
や
自
国
紹

介
、
歌
や
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
お
互
い
の
仲
が
深
ま

っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

２日目

３日目

～Der zweite Tag～

～Der dritte Tag～

日
目
の
午
前
中
は

文
化
交
流
。
蕨
の

青
少
年
が
習
字
や
浮
世
絵

な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
教
え
、
ド
イ
ツ
の
青
少

年
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
大
田
原
市
内
の

見
学
で
す
。
与
一
伝
承
館

な
ど
を
見
学
し
た
後
は
与

一
ま
つ
り
会
場
へ
。
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
お
祭
り
を

楽
し
ん
だ
後
は
与
一
踊
り

の
行
列
に
参
加
し
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
て
、

約
45
分
も
の
間
、
踊
り
続

け
た
み
ん
な
の
顔
は
達
成

感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ャ
ン
プ
最
終
日
。

閉
会
式
が
行
わ
れ
、

ド
イ
ツ
の
青
少
年
か
ら
歓

迎
の
お
礼
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
心
の

こ
も
っ
た
品
々
に
蕨
の
青

少
年
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
日
で
３
日
間
同
じ
時

を
過
ご
し
た
友
人
と
一
旦

の
お
別
れ
で
す
。
最
後
に

は
い
っ
し
ょ
に
写
真
を
撮

る
な
ど
思
い
出
を
残
し
て

い
ま
し
た
。

与一まつり

文化交流

大

２

キ

蕨大田原

片品 蕨 リンデン マッヘルン

１日目 ～Der erste Tag～
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは

秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
着
付
ク
ラ
ブ　

月
２
回　

午
後
６

時
半　

旭
町
公
民
館
≪
花
柳
・
緯
090
・

９
８
２
６
・
３
４
９
９
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
＆

ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金

曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址
公
園

新
た
に
認
知
症
予
防
教
室
を
開
始
。

詳
細
は
ご
確
認
を（
費
用
あ
り
）≪
平

田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
西
詩
吟
ク
ラ
ブ　

第
１
・
３
・
４

土
曜
日　
午
前
10
時　
西
公
民
館　

月

１
０
０
０
円　
５
人
程
度　
体
験
・
見

学
自
由
≪
福
増
・
緯
445
・
３
０
２
６
≫

▼
英
書
を
読
む
会（
時
事
）　
金
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公
民
館　

月
５
０

０
円
≪
桐
谷
・
緯
443
・
０
２
３
２
≫

▼
福
寿
会
（
民
謡
） 

月
３
回
火
曜
日

午
後
１
時
半　
旭
町
公
民
館　
月
１
５

０
０
円
≪
松
本
・
緯
444
・
０
２
５
９
≫

▼
ひ
ま
わ
り
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）
土
曜
日　

午
後
７
時　

市
内
体
育
館　

30
歳
以
上
の
経
験
者

月
１
０
０
０
円
≪
岡
庭
・
緯
090
・
６

１
１
９
・
０
０
９
５
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流
・
井
戸
端

会
議
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　

５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

／土２
11

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

蕨
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
市
制
60
周
年
を
お
祝
い
す
る
式
典
を

11
月
２
日
に
開
催
し
ま
す
。
８
㌻
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

市制施行60周年記念グッズを製作中！

　60周年を記念して、マスコットキャラクター「ワラビ
ー」と「エンジェルわらぶー」のぬいぐるみを製作中で
す。販売は11月以降の予定で詳細が決まりしだい、広
報紙や市ホームページでお伝えします。お楽しみに！

●とき＝11月２日（土）　午前９時半～11時50分　※受付は午前９時～
●ところ＝市民会館（中央４―21―29）
●内容＝第１部 式典
　　　　 オープニングアクトや式辞､ ご祝辞、著名人の皆様からのお祝いメ

ッセージ、けやき文化賞表彰式､ 自治功労者表彰式など
　　　　第２部 記念講演　フリーアナウンサー・小島 奈津子さん
　　　　「ふるさと蕨発、なっちゃんの旅
　　　　　～『めざましテレビ』から『ぶらり途中下車の旅』まで～」
　　　　　　　　 蕨の懐かしい思い出から、アナウンサーになり経験された

貴重な体験などのお話

～蕨市市制施行60周年記念式典～

フリーアナウンサー　小
こ

島
じま

 奈
な

津
つ

子
こ

さん
　蕨市出身。北小学校、第二中学校卒業。フジテレビアナウン
サーとして、『めざましテレビ』など多数の番組に出演。現在は
フリーアナウンサーとして『噂の！東京マガジン』に出演する
など、幅広い活動を展開しています。平成27年から蕨市教育委員。

＜一般参加者の募集＞
●定員＝50人程度（市内在住者）
●申し込み＝郵便往復はがき（下記参照）でお申し込みください。
●応募締め切り＝９月27日（金）必着
●問い合わせ＝政策企画室（緯433・7698）
※ご来場の皆さんには、双子織コースターや、わらびの蕨もちなど、蕨ならではの
　お祝いの品をご用意しています。

（往信おもて） （返信うら）
（
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

埼
玉
県
蕨
市

中
央
５
︱

14
︱

15

蕨
市
政
策
企
画
室

「
蕨
市
市
制
施
行

60
周
年
記
念
式
典
」係

335ー8501

（返信おもて） （往信うら）

①
申
込
者
の
郵
便
番
号

②
申
込
者
の
住
所

③
申
込
者
の
氏
名

④
申
込
者
の
電
話
番
号

⑤
参
加
希
望
人
数（
２
人
ま
で
）

⑥
参
加
者
全
員
の
氏
名

①
申
込
者
の
郵
便
番
号

②
申
込
者
の
住
所

③
申
込
者
の
氏
名

□□□ー□□□□ ・応募多数の場合は抽選
・結果は10月中旬頃送付
　予定
・入場整理券１枚で２人
　まで入場可能

※現在販売しているぬい
　�ぐるみより大きい約25
～30㌢のサイズです。

60周年
Topic
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▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
≪

山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
～
小
学
生

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
間
１
０
０
０
円
）　
活
動
時

間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９
４

８
・
５
９
３
６
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午

後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦

島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
高
校
同
窓
会
創
立
60
周
年
記
念

式
典
・
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト　

10

月
６
日　

午
後
０
時
半　

市
民
会
館

ど
な
た
で
も
参
加
可
。
直
接
会
場
へ

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部
参
加
者
説
明
会

日
時
等
の
詳
細
は
電
話
確
認
≪
岩
本・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

３
日
＝

中
央
公
民
館　

13
日
＝
南
公
民
館　

19
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・
緯
090
・
２

３
０
２
・
８
５
１
０
≫

▼
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
搭
載
で
過
去
10
年
以
内
に
発
売
の

物　

取
り
に
伺
い
ま
す
≪
佐
藤
・
緯

090
・
８
８
０
４
・
１
８
６
８
≫

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　消費税率が10％に引き上げられることに
伴い、市が行うサービスなどの一部料金が改
定されます。主なものは下表のとおりです。

※
一
部
、
料
金
改
定
が
な
い
区
分
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
譲
っ
て
く
だ
さ
い

対　象 内　容

水道・
下水道

●使用水量家事用参考例（２か月分）／０～ 20㎥＝ 3,322 円　25㎥＝ 4,382 円　30㎥＝ 5,444 円
35㎥＝ 6,504 円　　40㎥＝ 7,568 円　　45㎥＝ 8,804 円　　50㎥＝ 10,042 円　　55㎥＝ 11,278 円　
60㎥＝ 12,518 円　　65㎥＝ 14,002 円　　70㎥＝ 15,488 円　　75㎥＝ 16,972 円 　　80㎥＝ 18,458 円
▶問い合わせ＝水道部業務課（緯 432・5329）・下水道課（緯 433・7724）　※詳しくはホームページでご確認を。

粗大ごみ
ほか

●粗大ごみ収集券＝１点 550 円（９月末までに購入した券は引き続き利用可）　●動物死体処理＝１体 3,300 円
●し尿収集／普通世帯＝世帯員（２歳未満を除く）１人月額 319 円　通勤者＝１人月額 161 円　事業所、寮、映
画館等多数人の出入りする場所＝ 36㍑につき 350 円
▶問い合わせ＝安全安心推進課生活環境係（緯 443・3706）

各公共施設

●市民会館ホール（平日）／午前＝ 9,950 円　午後＝ 19,900 円　夜間＝ 29,850 円　全日＝ 53,420 円
●市民会館ホール（平日以外）／午前＝ 13,300 円　午後＝ 26,600 円　夜間＝ 39,900 円　全日＝ 71,230 円
▶問い合わせ＝市民会館（緯 445・7660）

●くるる多目的ホール（平日）／午前＝ 2,500 円　午後＝ 5,020 円　夜間＝ 7,530 円　全日＝ 13,610 円　
●くるる多目的ホール（平日以外）／午前＝ 3,350 円　午後＝ 6,700 円　夜間＝ 10,050 円　全日＝ 17,800 円　
▶問い合わせ＝くるる（緯 446・8311）

●公民館・勤労青少年ホーム／各種改定があります
▶問い合わせ＝公民館（各公民館へお電話ください）・勤労青少年ホーム（緯 432・4749）

スポーツ
施設

①＝一般
②＝児童

●市民体育館アリーナ／バスケットボール＝① 1,250 円　② 300 円　バレーボール＝① 830 円　② 200 円
バドミントン＝① 300 円　② 50 円　テニス＝① 1,250 円　② 300 円　ハンドボール＝① 2,500 円　② 510 円　
全面＝① 2,500 円　② 510 円　開放日＝① 140 円　② 50 円　●小体育室／団体＝① 1,250 円　② 300 円　
●格技場／団体＝① 620 円　② 150 円　個人＝① 140 円　② 50 円　
●トレーニングルーム／団体＝① 730 円　② 200 円　個人（16 歳以上）＝ 140 円
●卓球場／個人＝① 140 円　② 50 円　●相撲場／団体＝① 620 円　② 150 円　個人＝① 140 円　② 50 円　　
●弓道場／団体＝① 830 円　② 200 円　個人＝① 140 円　② 50 円　
▶問い合わせ＝市民体育館（緯 432・2611）

●錦町スポーツ広場（１時間）／全面＝ 4,070 円　半面＝ 2,030 円　照明（１時間）／全面＝ 3,050 円　半面＝ 1,520 円
▶問い合わせ＝生涯学習スポーツ課（緯 433・7730）

●野球場・庭球場（２時間）／塚越公園内野球場＝ 1,030 円　富士見公園内野球場＝ 1,560 円　富士見第２公園内
庭球場＝ 620 円　照明（１時間）／塚越公園内野球場＝ 1,150 円　富士見公園内野球場＝ 4,180 円　富士見第２公
園内庭球場＝ 300 円　
▶問い合わせ＝道路公園課（緯 433・7716）・生涯学習スポーツ課（緯 433・7730）

市立病院

●文書料／普通診断書、証明書（病院様式）・健康診断書＝ 2,200 円　妊娠・出産に係る証明書＝ 1,100 円　死亡
診断書・生命保険診断書＝ 3,300 円　※その他文書料も改定あり。なお、９月末までに依頼した物は改定前の金額となります。
●病室（１人１日）／１人室特＝ 14,300 円　１人室＝ 7,700 円　２人室＝ 2,200 円　
●自費診療／各種改定があります　
▶問い合わせ＝市立病院（緯 432・2277）

人間ドック
（総合健康診査）

①＝市民
②＝市民以外

●Ａコース（16 項目）／① 34,435 円　② 39,435 円　　●Ｂコース（12 項目）／① 21,254 円　② 23,254 円
●胃内視鏡検査＝ 4,400 円　
▶問い合わせ＝成人健診センター（緯 443・7953）

市営霊園 ●塚越霊園管理料＝使用場所１平方㍍につき年 1,100 円
▶問い合わせ＝道路公園課（緯 433・7716）

消費税率（10％）引き上げに伴い
10月から料金が変わります
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ま
ち
の
話
題

30（金）～9/5（木） 6（金）～12（木） 13（金）～19（木） 20（金）～26（木） 27（金）～10/3（木）
00 タウンタウン

わらびりんごフェア
親子ボルダリング教室

タウンタウン
第７回ワラビ　ハワイアン

フラフェスティバル
塚越プラチナ学園公開講座

ほのぼの寄席

タウンタウン
スケアード・ストレイト

交通安全教室
おじいちゃんおばあちゃんと

遊ぼう会

タウンタウン
ボランティア・

ガイドヘルプ基礎講座
下蕨地区

生涯学習フェスティバル

タウンタウン

錦町児童館のお月見会
お年寄りを敬う会

10 蕨市政なう！
進む！みんなにあたたかく
だれもが住みやすい

まちづくり

特集・ウィークリープラス

万一の災害に備えて
蕨市総合防災演習

音楽が響き渡るまち

街中に音楽が
　あふれる２日間に‼

第５回蕨市民音楽祭

特集・ウィークリープラス

中学生
スピーチコンテスト

蕨市政なう！
進む！
にぎわいあふれる

まち蕨
20 採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

美術探訪
河鍋暁斎記念美術館

「暁斎の団扇絵
―実用と鑑賞―」展

採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」９月の番組表CATV

こ
こ
で
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　７月28日、中央３丁目のクアッカで「わ
らびりんごフェア」が開催されました。今
年とれた実で製造したサイダーの販売のほ
か、わらびりんごの商品化第２弾として開
発を進めているシャーベットの試験販売な
どを実施。訪れた200人は、酸味が効いた
爽やかなリンゴの風味を楽しんでいました。

わらびりんごフェア開催

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

　８月12日、くるるで「蕨歴史ヒストリア
『市民が語る蕨の歴史』」が開かれました。
この催しは「笑

わ

楽
ら

日
び

塾
じゅく

」が市制施行60周年
をテーマとした協働提案事業の一つとして
開催。参加した180人は双

ふた

子
こ

織
おり

など各分野
の専門家の市民による講演やシンポジウム
を通じ、蕨の歴史を興味深く学びました。

蕨の歴史を市民自ら講演

　８月２日から５日まで蕨駅西口駅前通り
を中心に機まつりが開催。今年は蕨が市制
を施行した昭和34年当時の写真などを使っ
た箱飾りや、わらびりんごサイダーのリニ
ューアル販売など、市制60周年を祝いなが
ら、訪れた延べ24万人は、沿道を彩る七夕
飾りや手おどりなどの催しを楽しみました。

市制60周年祝う機まつり
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「
双
子
の
美
希（
左
）と
真
希

（
右
）は
、３
歳
の
長
女
・
楓ふ
う

夏か

に

見
守
ら
れ
な
が
ら
す
く
す
く
と

成
長
中
。
好
き
な
お
も
ち
ゃ
を

仲
よ
く
貸
し
合
い
、
眠
っ
て
い

る
と
き
も
じ
ゃ
れ
合
っ
て（
寝

相
で
す
）、顔
に
足
が
の
っ
か
っ

て
も
全
く
お
構
い
な
し
で
す
。

今
後
お
互
い
を
比
べ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
周
り
の
目
を

気
に
せ
ず
、
の
び
の
び
と
す
な

お
で
優
し
い
子
た
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
父
親
の

怜
さ
ん
と
母
親
の
泉
奈
さ
ん
。

美
み

希
き

ちゃん（11か月）

真
ま

希
き

ちゃん（11か月）

榊
さかき

原
ばら

　怜
さとし

さん

　　泉
い ず

奈
な

さんの 二女・三女
南町１丁目

　８月18日、中央小学校で「総合防災演習」
が行われました。市民による初期消火訓練
や応急給水タンク設営訓練のほか、消防隊
の高所救出訓練、消防団の一斉放水などを
実施。参加した946人は、災害への備えの
重要性を再確認するとともに、防災意識を
高めていました。

地域で取り組む防災演習

　

蕨
市
は
本
年
４
月
、
市
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
、「
笑
顔　
希
望

ず
っ
と
ぎ
ゅ
っ
と
蕨
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
様
々
な
記
念

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先

月
に
は
「
蕨
歴
史
ヒ
ス
ト
リ
ア
～

市
民
が
語
る
蕨
の
歴
史
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
協
働
事
業

提
案
制
度
で
笑わ

楽ら

日び

塾じ
ゅ
く

の
皆
さ
ん

か
ら
提
案
・
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

双ふ
た

子こ

織お
り

、
三み
つ

和わ

町ち
ょ
う

、
鉄
道
、
と
い

う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
蕨
の
素
晴
ら

し
い
歴
史
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
市
長
就
任
以
降
、蕨
市
は
、

平
成
21
年
に
市
制
50
周
年
、
23
年

に
和わ

楽ら

備び

神
社
合
祀
１
０
０
年
、

24
年
に
中
山
道
蕨
宿
開
設
４
０
０

年
、
25
年
に
蕨
駅
開
業
１
２
０
年

な
ど
多
く
の
節
目
を
迎
え
て
き
ま

し
た
。こ
う
し
た
機
会
に
、蕨
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
、
未
来
へ

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜

便
の
つ
ど
い
、
11
月
に
は
記
念
式

典
と
蕨
出
身
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
小こ

島じ
ま

な
っ
ち
ゃ
ん
の
記
念
講

演
、
２
月
に
は
「
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
も
や
っ
て
き
ま
す
。
蕨
へ
の

愛
着
を
深
め
、
未
来
へ
の
更
な
る

発
展
に
つ
な
が
る
、
そ
ん
な
60
周

年
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

120

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。ただし、今月は12
日です。10月は３日で
す。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

蕨市市制施行60周年
　～蕨の未来への

更なる発展へ

平
和
の
象
徴
を

丹
念
に
清
掃

　塚越地区では平和事業の一環で、市民公
園内の平和之母子像や噴水を清掃する「平
和で豊かな社会を願う蕨市民のつどい」を
毎年実施しています。今年は８月３日に行
われ、参加した50人はきれいになった母子
像を見上げ、平和への思いを新たにしました。
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年
の
６
月
で
６
回
目
を
迎

え
た
蕨
市
小
学
生
将
棋
大

会
。
子
ど
も
た
ち
が
頭
脳
戦
を
繰

り
広
げ
る
こ
の
催
し
は
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
電
子

メ
デ
ィ
ア
と
の
接
触
を
減
ら
し
て

い
く
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
一
環
と

し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
第
１
回
か
ら
出
場

し
続
け
て
き
た
中
央
東
小
学
校
６

年
生
の
荻
野
公
平
さ
ん
（
12
歳
・

中
央
７
丁
目
）
は
、
最
後
の
出
場

と
な
っ
た
６
月
の
大
会
の
個
人
戦

で
み
ご
と
優
勝
を
果
た
し
、
５
連

覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

祖
父
の
手
ほ
ど
き
の
下
、
小
学

校
入
学
と
同
時
に
将
棋
を
始
め
た

荻
野
さ
ん
。
将
棋
教
室
に
も
通
い

な
が
ら
、
め
き
め
き
と
力
を
付
け

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
初
め
て

広
報
蕨
　
八
二
五
号
　
令
和
元
年
九
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
　　　　蕨市小学生将棋大会個人戦５連覇

荻
おぎ

野
の

 公
こう

平
へい

 さん

今

プロ棋士を目指して

出
場
し
た
大
会
が
、
第
１
回
蕨
市

小
学
生
将
棋
大
会
で
す
。
６
年
生

も
い
る
な
か
、
１
年
生
の
荻
野
さ

ん
は
個
人
戦
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
ま
で
進
出
し
ま
し
た
が
、
１
回

戦
で
惜
し
く
も
敗
退
。「
こ
の
と

き
の
悔
し
さ
が
き
っ
か
け
で
、
が

ん
ば
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
以
来
、

粘
り
強
さ
が
持
ち
味
と
な
り
、
不

利
な
状
況
で
も
挽
回
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
荻
野
さ
ん
は
、
い
つ
も

負
け
て
い
た
祖
父
に
も
勝
て
る
よ

う
に
な
り
、
翌
年
の
第
２
回
大
会

で
初
優
勝
を
飾
り
ま
す
。
そ
の
後

は
、
同
大
会
の
ほ
か
市
外
の
大
会

に
も
何
度
も
出
場
し
、
年
上
が
多

い
な
か
で
も
勝
ち
進
む
な
ど
、
好

成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
と
違
い
、

最
初
は
誰
も
が
同
じ
条
件
。
そ
こ

か
ら
強
さ
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
く
の
が
お
も
し
ろ
い
」
と
、
将

棋
の
魅
力
に
つ
い
て
話
す
荻
野
さ

ん
。
現
在
は
、
対
局
の
最
初
か
ら

最
後
ま
で
隙
を
見
せ
な
い
プ
ロ
棋

士
の
豊と

よ

島し
ま

将ま
さ

之ゆ
き

名
人
に
憧
れ
、
中

盤
で
不
利
な
状
況
に
陥
る
こ
と
が

多
い
自
ら
の
課
題
の
克
服
に
努
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル

の
環
境
を
模
索
中
で
す
。

　

目
標
は
「
プ
ロ
棋
士
」。
本
格

的
な
挑
戦
を
前
に
、
荻
野
さ
ん
は

静
か
に
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

真剣なまなざしで将棋盤と向き合う荻野さん
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Kawanabe
yosai

　

大
き
な
橋
を
背
景
に
、
団う

ち
わ扇
を
く
わ

え
て
川
辺
で
佇た

た
ず

む
ひ
と
り
の
女
性
。
女

性
が
重
ね
た
手
の
中
に
は
今
捕
ま
え
た

蛍
が
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
連
れ

に
見
せ
よ
う
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
着
物
の
揺
れ
る
袖そ

で

や
裾す

そ

は
、
夏

の
夕
暮
れ
を
吹
き
抜
け
る
微か

す

か
な
秋
風

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

　

本
図
を
描
い
た
真ま

野の

暁ぎ
ょ
う

亭て
い

（
１
８
７

１
～
１
９
３
４
）
は
、
暁
斎
の
弟
子
で

（
本
名
・
八や

十そ

五ご

郎ろ
う

）、
父
の
八や

十そ

吉き
ち

も

暁
斎
の
弟
子
で
し
た
。
暁
亭
は
明
治
17

年（
１
８
８
４
）に
入
門
し
た
よ
う
で
、

明
治
22
年（
１
８
８
９
）に
暁
斎
が
亡
く

な
っ
た
後
も
全
国
、
さ
ら
に
は
大
陸
で

修
業
し
独
自
の
画
風
を
磨
き
、
晩
年
ま

で
画
家
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。
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展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　65歳以上500円
高校生・大学生500円　小・中学生300円
※65歳以上の人は年齢の分かる物、
　学生は学生証をご提示ください。
詳　細＝同館（☎441・9780）
（20人以上の団体は要予約）

河鍋暁斎記念美術館　開催中
「暁斎の団扇絵ー実用と鑑賞ー｣展　同時開催 
「長野千裕　磁器絵付けー暁斎先生へのオマージュを中心にー｣展

真野暁亭筆｢水辺の夕｣（部分） 
絹本淡彩　軸装

本作品は現在の展覧会で御覧いただけます


